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五
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年
度
第
六
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研
究
会
（
十
月
十
三
日
）

▼
テ
ー
マ
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
鉱
業
史
研
究
の
諾
問
題
　
　
石

　
　
　
　
　
炭
鉱
業
に
お
け
る
産
業
革
命
と
独
占
類
型

　
報
告
者
　
若
林
洋
夫
氏

報
告
要
旨

　
本
報
告
は
本
誌
に
五
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
産
業
資
本

主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
　
北
東
イ
ン
ク
ラ
ン

ト
石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格
　
　
」
（
第
二
十
四
巻
第
五
・
六
合
併
号
、
第

二
十
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
第
二
十
六
巻
第
二
号
、
第
二
十
七
巻
第
一
号
、
同

第
二
号
）
の
な
か
か
ら
、
¢
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
産
業
革
命
と
賃
労
働

お
よ
ぴ
　
産
業
革
命
・
産
業
資
本
確
立
期
に
固
有
１
１
特
徴
的
な
石
炭
鉱

業
に
お
け
る
独
占
類
型
の
歴
史
的
特
質
と
い
う
主
要
間
題
を
と
り
あ
げ

た
も
の
で
あ
る
。
仔
細
は
拙
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
本
報
告
の
構
成

（
中
項
目
ま
で
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
１
　
問
題
の
所
在

　
皿
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
石
炭
鉱
業
史
研
究
の
歴
史
的
諾
前
提

　
　
産
業
革
命
期
以
降
の
石
炭
鉱
業
史
研
究
の
た
め
の
予
備
的
考

察

一
七
六
（
七
七
八
）

　
　
１
．
大
陸
の
「
鉱
業
権
主
義
」
と
異
な
る
、
地
中
の
鉱
石
の
所
有

　
　
　
１
１
帰
属
に
関
す
る
「
土
地
所
有
者
主
義
」

　
　
２
．
産
業
資
本
１
１
資
本
主
義
形
成
に
関
す
る
「
二
っ
の
道
」
（
い

　
　
　
わ
ゆ
る
「
中
産
的
生
産
者
層
」
の
両
極
分
解
を
通
じ
た
下
か
ら
の
道
と

　
　
　
前
期
的
資
本
の
産
業
資
本
へ
の
転
成
と
い
う
上
か
ら
の
道
）
に
関
わ
る

　
　
　
論
点

　
皿
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
産
業
革
命

　
　
１
．
労
働
手
段
変
革
の
技
術
的
指
標
　
　
諾
画
期
の
確
定
を
中
心

　
　
　
と
し
て

　
　
２
．
労
働
力
編
成
・
労
務
管
理
と
資
本
・
賃
労
働
関
係

　
　
３
．
近
代
的
鉱
区
賃
借
権
の
確
立

　
ｖ
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
独
占
（
一
七
七
一
年
～
一
八
四
四
年
ま

　
　
た
は
一
八
四
五
年
）
の
歴
史
的
性
格
　
　
石
炭
鉱
業
に
お
げ
る
独
占

　
　
類
型
の
歴
史
的
特
質

　
　
１
．
石
炭
独
占
の
構
造
と
展
開
過
程
（
画
期
）

　
　
２
．
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
鉱
業
に
お
げ
る
独
占
類
型
の
歴
史

　
　
　
的
特
質

質
疑
要
旨
　
本
報
告
を
め
ぐ
っ
て
い
く
っ
か
の
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ



た
が
、
主
な
論
点
は
要
旨
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
以
下
、
報
告
者
の
整
理

に
よ
る
）

　
○
ｏ
　
産
業
革
命
全
体
に
と
っ
て
石
炭
鉱
業
の
発
展
が
も
つ
意
義
は
産

業
用
原
燃
料
の
生
産
・
供
給
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
生
産
財
生
産
１
１
第

一
部
門
と
し
て
の
確
立
と
い
う
点
に
あ
る
に
も
か
二
わ
ら
ず
、
家
庭
用

燃
料
炭
と
い
う
消
費
財
生
産
１
１
第
二
都
門
に
属
す
る
石
次
を
基
軸
炭
種

と
す
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
石
炭
鉱
業
を
研
究
す
る
意
義
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
？

　
四
　
近
代
的
独
占
と
い
え
ぼ
誰
で
も
十
九
世
紀
末
以
降
生
産
の
集
積

を
基
礎
と
し
て
成
立
す
る
独
占
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
産
業
資
本

主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
な
ど
と
い
う
も
の
を
研
究
す
る
意
義

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

　
ゆ
　
一
八
四
四
年
な
い
し
一
八
四
五
年
に
域
内
公
共
鉄
道
網
の
建
設

に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
石
炭
独
占
と
い
う
の
は
、
い

わ
ぱ
産
業
革
命
の
完
了
と
と
も
に
崩
壊
す
る
「
過
渡
的
独
占
」
と
い
う

べ
き
も
の
で
、
産
業
資
本
主
義
段
階
に
固
有
の
近
代
的
独
占
と
は
い
え

な
い
の
で
な
い
か
、
つ
ま
り
資
本
の
本
格
的
蓄
積
期
で
あ
る
一
八
四
〇

年
代
後
半
以
降
「
大
不
況
期
」
の
姶
ま
る
一
八
七
三
年
ま
で
の
時
期
に

存
在
し
え
な
か
っ
た
し
か
も
「
過
剰
生
産
能
力
」
の
累
積
に
よ
っ
て
崩
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壌
し
た
独
占
を
ど
う
し
て
近
代
的
独
占
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
？

　
こ
れ
ら
の
論
点
に
対
す
る
報
告
老
の
見
解
は
要
旨
次
の
通
り
で
あ
る

（
右
の
論
点
の
順
序
に
従
う
。
鉤
括
孤
は
報
告
当
目
以
後
の
補
足
）
。

い
　
こ
の
研
究
報
告
の
当
初
の
直
接
の
動
機
は
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド

石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格
の
解
明
に
あ
り
、
そ
の
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
石

炭
鉱
業
に
お
げ
る
産
業
革
命
の
発
祥
地
は
当
該
地
方
に
あ
り
、
ま
た
炭

鉱
資
本
の
坑
夫
１
１
労
働
力
の
直
接
的
管
理
１
１
支
配
の
枢
軸
を
な
す
階
層

的
職
員
組
織
が
最
も
早
く
発
展
し
て
お
り
、
か
つ
こ
の
地
方
は
少
な
く

と
も
十
九
世
紀
前
半
期
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
労
働
運
動
の
な
か
で
指

導
的
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
北

東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
炭
田
は
当
該
時
期
に
お
い
て
、
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

ラ
ソ
カ
シ
ャ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
や
サ
ウ
ス
・
ウ
ヱ
ー
ル
ズ

等
の
諸
炭
田
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
産
業
革
命
の
基
軸
を
な
す
綿
工

業
、
製
鉄
業
や
機
械
工
業
等
と
の
産
業
連
関
を
そ
の
立
地
１
１
市
場
条
件

に
お
い
て
著
し
く
欠
落
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
北
東
イ
ソ
グ

ラ
ン
ド
炭
田
は
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
す
る
イ
ー
グ
ラ
ソ
ド
の
東
部
沿
岸

お
よ
び
東
南
部
地
方
を
市
場
１
１
蓄
積
基
盤
と
し
て
十
九
世
紀
中
葉
ま
で

最
高
級
炭
種
と
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料
炭
を
基
軸
炭
種
と
し
っ
二
、
併
せ

て
当
該
地
方
の
製
造
業
、
ガ
ス
（
照
明
用
）
製
造
業
－
一
八
三
〇
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
（
七
七
九
）
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ロ
ン
ド
ソ
石
炭
市
場
で
ガ
ス
用
炭
は
全
体
の
％
を
占
め
た
１
や
蒸
気
力

鉄
道
等
に
燃
料
炭
を
供
給
し
た
。
し
た
が
っ
て
指
摘
さ
れ
た
間
題
に
対

し
て
は
、
石
炭
独
占
・
石
炭
独
占
禁
止
（
「
営
業
の
自
由
」
）
政
策
や
石
炭

税
制
と
の
関
連
を
除
げ
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
一
環
と
し
て
の
石

炭
鉱
業
に
お
け
る
産
業
革
命
と
賃
労
働
の
研
究
で
あ
り
、
〔
使
用
価
値
視

点
か
ら
見
た
薪
に
代
わ
る
石
炭
の
消
費
財
と
し
て
の
意
義
も
当
該
時
期

に
お
い
て
軽
視
す
べ
き
で
な
い
〕
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
〔
北
東
イ

ソ
グ
ラ
ン
ド
炭
田
の
供
給
炭
種
は
一
八
四
〇
年
代
以
降
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ

ド
地
方
ー
ダ
ｉ
ラ
ム
州
と
州
境
を
接
す
る
ノ
ー
ス
ニ
フ
ィ
デ
ィ
ン
グ
州

北
東
部
の
テ
ィ
ー
ズ
河
流
域
１
に
お
げ
る
良
質
で
豊
富
な
鉄
鉱
石
１
１
鉱

脈
の
発
見
に
よ
っ
て
著
し
く
変
化
し
た
。
す
た
わ
ち
、
二
方
で
、
一
八

　
　
　
　
　
ス
チ
ー
ム

五
〇
年
代
に
汽
罐
用
炭
市
場
で
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と

が
熾
烈
な
競
争
を
展
開
し
、
他
方
で
、
一
八
五
五
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
全

体
の
鉄
道
用
コ
ー
ク
ス
ニ
ニ
○
万
ト
ソ
の
う
ち
五
〇
％
は
ダ
ー
ラ
ム
州

で
製
造
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
〇
年
代
以
降
の
ダ
ー
ラ
ム
・
ノ
ー
サ

ン
バ
ー
ラ
ソ
ド
両
州
お
よ
び
ノ
ー
ス
・
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
州
（
こ
れ
ら
三

州
は
広
義
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
方
を
構
成
す
る
）
に
お
げ
る
新
興
製
鉄

業
の
隆
盛
に
よ
っ
て
、
一
八
七
七
年
に
は
ダ
ー
ラ
ム
州
だ
げ
で
一
万
四

〇
〇
〇
基
の
ヴ
ィ
ー
ハ
イ
ヴ
型
コ
ー
ク
ス
炉
に
よ
っ
て
四
〇
〇
万
ト
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八
（
七
八
○
）

の
一
－
ク
ス
一
六
五
〇
万
～
七
８
万
ト
ソ
の
一
－
ク
ス
讐
必
要
と
す
る
一

が
生
産
さ
れ
１
こ
の
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
銑
鉄
生
産
全
体
の
石
炭
消
費
量

は
一
五
三
四
万
ト
ン
ー
、
ま
た
一
八
六
七
年
以
後
広
義
の
北
東
イ
ソ
グ

ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
製
鉄
業
地
帯
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
八
八
二
年
に
ダ
ー
ラ
ム
州
ク
ル
ッ
ク
で
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
の
副
産
物

回
収
コ
ー
ク
ス
炉
が
製
作
さ
れ
た
。
〕

　
○
　
報
告
老
は
、
以
前
「
マ
ル
ク
ス
『
近
代
的
独
占
』
論
の
意
義
と

限
界
　
　
「
自
然
的
独
占
」
の
検
討
を
中
心
と
し
て
　
　
」
（
『
土
地
制

度
史
学
』
、
第
五
十
八
号
、
一
九
七
三
年
一
月
）
と
い
う
論
文
を
公
表
し
た
が
、

そ
の
た
か
で
、
　
『
資
本
論
』
体
系
の
中
で
前
提
さ
れ
て
い
る
競
争
（
自

由
競
争
）
を
概
念
的
に
規
定
す
る
た
め
に
は
そ
の
否
定
と
し
て
の
、
対

立
概
念
と
し
て
の
独
占
を
前
提
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
両
者
は
相
互
前

提
関
係
に
あ
る
こ
と
、
し
か
も
こ
二
で
の
独
占
は
封
建
的
１
ー
ギ
ル
ド
的

独
占
と
は
範
曉
的
に
異
な
る
競
争
の
否
定
と
し
て
の
近
代
的
独
占
、
す

な
わ
ち
自
然
的
諸
独
占
で
あ
る
こ
と
、
を
理
論
的
方
法
的
に
解
明
す
る

こ
と
を
企
図
し
た
。
そ
の
う
え
、
経
済
史
学
の
な
か
で
は
、
先
進
資
本

主
義
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
世
界
史

の
上
で
『
初
期
独
占
』
と
最
新
型
の
『
独
占
』
の
あ
い
だ
に
明
白
な
断

絶
の
一
時
期
が
見
い
出
さ
れ
る
」
（
大
塚
久
雄
、
初
期
独
占
論
、
『
大
塚
久
雄



著
作
集
』
第
三
巻
、
一
九
六
九
年
、
四
四
五
べ
－
ジ
）
と
し
て
、
産
業
革
命

期
・
産
業
資
本
主
義
段
階
の
近
代
的
独
占
の
存
在
彩
態
た
ど
一
顧
だ
に
１

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
研
究
報
告
は
報
告
者
の
マ
ル
ク

ス
「
近
代
的
独
占
」
理
解
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
事
例
的
実
証
分
析
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
〔
本
研
究
報
告
を
通
じ
て
報
告
者
に
と
っ
て

理
論
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
自
由
競
争
段
階
１
１
産
業

資
本
主
義
段
階
と
は
競
争
が
独
占
と
対
抗
し
っ
二
そ
れ
と
併
存
し
在
が

ら
体
制
的
に
支
配
的
傾
向
と
し
て
確
立
し
た
資
本
主
義
の
発
展
段
階
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〕

　
員
　
一
八
四
四
年
な
い
し
一
八
四
五
年
に
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
石
炭

独
占
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
再
建
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
関
し
て
最
も
重

視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
数
多
く
の
有
力
炭
田
〔
そ
の

中
で
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
（
グ
レ
ー
ト
．
ノ
ｉ
ザ
ソ
）
炭
田
は
一
九
三
八

年
ま
で
全
国
七
大
炭
田
の
中
で
最
高
の
生
産
量
を
記
録
し
た
〕
が
全
国

的
に
分
布
す
る
と
い
う
地
理
的
・
地
質
的
特
徴
と
、
一
般
的
に
無
数
の

炭
鉱
企
業
の
存
立
を
も
た
ら
す
「
土
地
所
有
者
主
義
」
と
い
う
制
度
的

条
件
で
あ
る
。
か
二
る
事
実
は
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
炭
田
問
の
熾
烈

な
競
争
い
わ
ゆ
る
「
過
当
競
争
」
が
展
開
さ
れ
た
基
本
的
原
因
を
構
成

し
た
。
こ
れ
は
ド
ィ
ッ
な
ど
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
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見
通
し
の
も
と
で
、
前
記
の
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
石
炭
独
占
の
崩
壊
に

っ
い
て
い
え
ば
、
既
存
炭
鉱
と
く
に
大
炭
鉱
が
、
「
土
地
所
有
老
主
義
」

と
い
う
鉱
区
独
占
を
た
え
ず
内
部
か
ら
突
き
崩
す
可
能
性
を
孕
む
制
度

的
条
件
と
、
当
時
と
し
て
は
高
度
な
水
準
に
あ
っ
た
に
も
か
上
わ
ら
ず

十
九
世
紀
末
～
二
十
世
紀
初
頭
と
比
較
し
て
な
お
絶
対
的
に
は
低
い
水

準
に
と
！
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
資
本
集
中
と
生
産
の
集
積
の
現
実

的
条
件
の
も
と
で
、
域
内
鉄
道
網
の
建
設
に
よ
っ
て
新
た
た
参
入
条
件

を
与
え
ら
れ
た
ダ
ー
ラ
ム
州
の
南
都
お
よ
び
西
部
を
中
心
と
し
た
広
大

な
石
炭
鉱
区
を
獲
得
１
１
賃
借
で
き
な
か
っ
た
こ
と
（
賃
借
鉱
区
の
未
開
発

が
巨
額
の
固
定
地
代
負
担
を
伴
う
「
土
地
所
有
主
義
」
は
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い

「
鉱
業
権
主
義
」
と
対
比
し
て
鉱
区
の
先
行
取
得
を
著
し
く
困
難
に
す
る
）
が

「
過
剰
生
産
能
力
」
の
累
積
を
防
止
で
き
ず
、
石
炭
独
占
を
崩
壊
さ
せ

た
直
接
の
基
本
的
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
土
地

所
有
者
主
義
」
と
い
う
制
度
的
条
件
を
除
い
て
も
、
鉱
区
独
占
や
地
理

的
位
置
の
便
益
独
占
等
の
「
自
然
的
独
占
」
を
独
占
存
立
の
規
定
的
契

機
の
一
つ
と
す
る
独
占
類
型
と
し
て
の
近
代
的
独
占
が
辿
る
歴
史
的
運

命
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
鉱
物
資
源
を
採
掘
す
る
採
取
産
業

で
独
占
が
成
立
し
て
い
る
場
合
、
と
く
に
新
た
な
広
大
な
競
争
鉱
区
が

発
見
さ
れ
た
時
に
は
た
え
ず
独
占
は
再
編
成
を
迫
ら
れ
る
か
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
（
七
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
四
号
）

崩
壌
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
独
占

の
崩
壌
は
以
上
の
一
般
的
要
因
と
特
殊
イ
ギ
リ
ス
的
要
因
と
の
重
合
が

一
八
四
四
年
な
い
し
一
八
四
五
年
に
現
出
し
た
と
み
る
べ
き
で
、
産
業

革
命
の
完
了
と
と
も
に
崩
壌
し
た
と
い
う
「
事
実
」
は
こ
の
石
炭
独
占

の
崩
壌
の
歴
史
的
意
義
を
把
握
す
る
基
本
線
で
は
た
い
、
と
思
わ
れ
る
。

一
八
○
（
七
八
二
）

昭
和
五
三
年
度
第
七
回
研
究
会
（
十
月
二
十
日
）

▼
テ
ー
マ
　
資
本
蓄
積
と
流
通
必
要
金
量

　
報
告
者
　
竹
味
能
成
氏

▼
テ
ー
マ
　
特
別
剰
余
価
値
・
超
過
利
潤
・
独
占
利
潤

　
報
告
者
佐
々
木
秀
太
氏




